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一　

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
国
有
鉄
道
の
主
務
官
庁
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
鉄
道
公
報
』
と
地
方
官

署
の
一
つ
で
あ
っ
た
門
司
鉄
道
局
（
以
下
、
門
鉄
と
略
）
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
局
報
』

の
発
行
規
程
を
紹
介
す
る
。

戦
前
戦
後
を
問
わ
ず
、
鉄
道
史
研
究
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
厚
い
蓄
積
が
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
学
界
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
鉄
道
会
社

の
社
史
、
鉄
道
趣
味
の
分
野
に
よ
る
文
献
な
ど
も
実
に
豊
富
で
あ
る
。
戦
前
期
の
国

有
鉄
道
史
研
究
（
官
鉄
・
国
鉄
）
も
多
様
な
分
野
か
ら
の
厚
い
蓄
積
を
も
つ
が
、
地

域
や
時
期
に
よ
っ
て
は
手
薄
な
部
分
も
あ
る
。
国
有
鉄
道
で
は
中
央
に
帝
国
鉄
道
庁

―
鉄
道
院
―
鉄
道
省
と
い
っ
た
主
務
官
庁
が
あ
り
、
一
九
〇
七
年
四
月
以
降
は
、
現

業
官
署
を
管
轄
す
る
地
方
官
署
と
し
て
帝
国
鉄
道
管
理
局
が
置
か
れ
た
。
主
務
官
庁

の
改
組
に
と
も
な
い
、
地
方
官
署
の
名
称
は
帝
国
鉄
道
管
理
局
か
ら
鉄
道
管
理
局
、

さ
ら
に
鉄
道
局
と
変
更
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
地
方
官
署
に
つ
い
て
み
る
と
、
開
局
記

録
や
周
年
記
念
誌
と
し
て
纏
め
ら
れ
た
局
史
は
あ
る
も
の
の
、
全
般
的
に
記
念
碑
的

（
１
）

な
性
質
が
み
ら
れ
、
と
く
に
戦
前
期
は
手
薄
で
あ
る
。
本
稿
が
取
り
上
げ
る
戦
前
期

の
門
鉄
に
お
い
て
も
要
覧
や
各
種
統
計
類
、
観
光
案
内
な
ど
を
除
き
、
自
局
の
歴
史

を
ま
と
め
た
も
の
は
門
司
鉄
道
管
理
局
編
『
鉄
道
年
表
』（
同
局
、
一
九
六
九
）
を
挙

げ
得
る
に
過
ぎ
な
い
。

周
知
の
と
お
り
、
九
州
に
初
め
て
鉄
道
が
走
っ
た
の
は
、
一
八
八
九
年
十
二
月
の

こ
と
で
あ
る
。
門
鉄
は
そ
れ
か
ら
八
〇
年
を
記
念
し
て
前
述
の
『
鉄
道
年
表
』
を
発

行
し
た
。
同
書
の
あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、「
門
鉄
は
国
鉄
の
中
で
も
歴
史
は
古
い
方
で

す
が
、
過
去
、
こ
の
よ
う
な
局
史
的
な
も
の
は
発
行
し
て
な
く
、
戦
中
戦
後
の
混
乱

期
に
貴
重
な
史
料
を
紛
失
、
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
九
鉄
報
告
、
鉄
道
五
〇
年

史
、
鉄
道
公
報
、
局
報
、
鉄
道
略
年
表
（
本
社
発
行
）
な
ど
を
参
考
に
し
て
ま
と
め
」

た
と
い
う
。
こ
の
門
鉄
発
行
の
『
鉄
道
年
表
』
は
、
直
前
の
引
用
文
に
み
え
る
『
鉄

道
略
年
表
』
に
倣
い
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
同
じ
体
裁
を
と
り
、
記
述
の
主

た
る
根
拠
資
料
に
鉄
道
公
報
を
利
用
し
て
い
る
。
た
だ
、
門
鉄
発
行
の
『
鉄
道
年
表
』

で
は
独
自
に
局
報
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
両
者
の
資
料
的
性
質
の
違
い

に
よ
る
。

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

【
資
料
紹
介
】 

鉄
道
公
報
発
行
規
程
と
門
司
鉄
道
局
局
報
発
行
規
程
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鉄
道
公
報
は
国
有
鉄
道
の
主
務
官
庁
が
発
行
す
る
日
刊
の
機
関
紙
で
あ
る
。
鉄
道

事
業
に
関
係
す
る
法
令
お
よ
び
主
務
官
庁
の
大
臣
や
総
裁
が
発
す
る
業
務
上
の
命
令
、

訓
示
、
達
な
ど
を
通
達
す
る
た
め
に
作
成
し
、
全
国
の
関
係
部
署
に
配
布
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
鉄
道
公
報
は
国
鉄
本
体
な
ら
び
に
広
く
日
本
鉄
道
史
を
知
る
う
え
で

最
も
基
本
的
な
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。

一
方
、
局
報
は
各
地
方
に
置
か
れ
た
鉄
道
局
が
そ
れ
ぞ
れ
発
行
す
る
日
刊
の
機
関

紙
で
あ
る
。
鉄
道
局
は
管
轄
区
域
内
に
お
け
る
国
有
鉄
道
の
現
業
事
務
お
よ
び
そ
の

付
帯
業
務
を
掌
る
。
局
報
は
鉄
道
局
長
の
訓
示
、
達
、
そ
の
他
現
業
従
業
員
が
業
務

上
必
要
と
す
る
規
程
や
命
令
、
連
絡
事
項
を
管
轄
区
域
の
全
従
業
員
に
通
達
す
る
た

め
に
作
成
し
、
自
局
の
管
轄
区
域
に
配
布
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
局
報
に
記
載
さ

れ
た
情
報
は
、
原
則
と
し
て
自
ら
の
管
轄
区
域
内
の
も
の
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
、

逆
に
言
え
ば
、
国
有
鉄
道
に
よ
る
全
国
交
通
輸
送
シ
ス
テ
ム
は
中
央
―
地
方
―
現
場

と
い
う
三
段
階
で
構
築
さ
れ
て
お
り
、
地
方
と
現
場
レ
ベ
ル
で
の
詳
細
な
情
報
を
知

り
得
る
唯
一
の
貴
重
な
資
料
が
局
報
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
資
料
的
性
質
の
違
い
に
加
え
て
、
局
報
の
体
系
的
な
保
存
状
況
は
、
冒

頭
に
記
し
た
よ
う
な
研
究
動
向
に
も
多
少
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
一
般
に
利
用
が
可
能
な
局
報
は
、
北
海
道
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
北
海
道
鉄
道

管
理
局
―
札
幌
鉄
道
管
理
局
の
『
局
報
』
と
大
分
大
学
経
済
学
部
教
育
研
究
支
援
室

が
所
蔵
す
る
朝
鮮
総
督
府
鉄
道
局
の
『
局
報
』
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
鉄

道
局
発
行
の
局
報
に
つ
い
て
は
所
在
確
認
を
含
め
た
資
料
調
査
か
ら
始
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
鉄
道
公
報
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
て
き

た
一
方
、
局
報
を
活
用
し
た
先
行
研
究
は
乏
し
く
、
不
明
な
こ
と
が
多
い
。
国
有
鉄

道
史
研
究
の
基
本
文
献
で
あ
る
『
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
』
全
巻
に
お
い
て
も
、
局

報
に
特
段
ふ
れ
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
記
述
に
際
す
る
利
用
も
わ
ず
か
で
あ
る
。

（
6
）

（
7
）

本
稿
が
取
り
上
げ
る
門
鉄
の
局
報
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
対
外
的
に
非
公
開
と

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
二
〇
二
一
年
秋
以
降
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
閲

覧
の
許
可
を
得
ら
れ
、
菅
沼
明
正
氏
（
九
州
産
業
大
学
地
域
共
創
学
部
）
を
代
表
と

す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
調
査
が
始
ま
っ
た
。
今
後
の
本
格
的
な
分
析
に
先
立
ち
、

本
稿
で
は
鉄
道
公
報
と
局
報
を
知
る
う
え
で
最
も
基
本
的
な
規
程
の
一
つ
で
あ
る
（
主

と
し
て
戦
前
期
の
）
発
行
規
程
を
紹
介
し
た
い
。
よ
っ
て
、
発
行
規
程
を
は
じ
め
各

種
規
程
や
記
載
情
報
の
分
析
は
別
稿
に
譲
る
。

二　

鉄
道
公
報
発
行
規
程
の
制
定
と
変
遷

数
多
く
の
従
業
員
が
遂
行
す
る
膨
大
な
業
務
の
組
み
合
わ
せ
で
成
立
す
る
鉄
道
業

に
お
い
て
、
規
程
や
業
務
命
令
を
従
業
員
に
対
し
適
切
に
理
解
、
共
有
、
遵
守
さ
せ

る
こ
と
は
、
鉄
道
の
安
全
、
正
確
、
迅
速
、
快
適
な
運
行
に
不
可
欠
で
あ
る
。
戦
前

期
の
国
有
鉄
道
で
は
、
そ
れ
ら
関
係
法
令
や
日
々
の
業
務
命
令
な
ど
を
周
知
徹
底
す

る
う
え
で
三
つ
の
機
関
紙
、
す
な
わ
ち
、『
官
報
』、『
鉄
道
公
報
』、『
局
報
』
を
用
い

た
。周

知
の
と
お
り
、
官
報
は
法
令
・
条
約
・
予
算
・
告
示
・
国
会
事
項
・
人
事
・
叙

任
な
ど
を
国
が
一
般
国
民
に
知
ら
せ
る
た
め
に
発
行
す
る
国
の
公
報
紙
で
あ
る
。
一

八
八
三
年
七
月
の
創
刊
で
、
発
行
は
現
在
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
官
報
に
は
鉄
道
事

業
に
関
す
る
法
律
が
掲
載
さ
れ
る
。
鉄
道
公
報
と
局
報
の
掲
載
事
項
は
本
稿
に
紹
介

す
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
三
位
一
体
と
な
っ
て
、
鉄
道
事
業
に
関
す
る
法

令
や
各
種
の
業
務
命
令
な
ど
を
周
知
徹
底
す
る
役
割
を
有
し
た
。
体
裁
も
ほ
ぼ
同
じ

に
整
え
ら
れ
た
が
、
編
集
・
発
行
は
そ
れ
ぞ
れ
別
に
定
め
ら
れ
た
規
程
に
従
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
と
く
に
鉄
道
公
報
と
局
報
の
各
発
行
規
程
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
、

（
8
）

（
9
）
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資
料
的
性
質
や
具
体
的
な
掲
載
事
項
の
違
い
を
理
解
す
る
う
え
で
き
わ
め
て
重
要
で

あ
る
。

な
お
、
公
報
と
局
報
で
発
せ
ら
れ
る
「
達
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
当
然
な

が
ら
国
有
鉄
道
の
事
業
は
、
議
会
と
鉄
道
事
業
を
管
轄
す
る
鉄
道
省
な
ど
国
家
行
政

機
関
が
定
め
る
法
律
、
命
令
の
も
と
遂
行
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
戦
前
期
国
有
鉄
道

に
関
す
る
重
要
な
法
律
と
し
て
鉄
道
国
有
法
、
鉄
道
敷
設
法
、
鉄
道
営
業
法
な
ど
が

あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
法
律
は
い
ず
れ
も
業
務
の
根
本
に
つ
い
て
概
括
的
な
規

律
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
日
常
の
業
務
遂
行
に
法
令

だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
各
種
の
業
務
に
つ
い
て
詳
細
な
規
則
を
定
め
、
こ
れ
を

全
関
係
部
内
に
速
や
か
に
示
達
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
国
有
鉄
道
部
内
に
お

い
て
の
み
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
則
と
し
て
「
達
」
が
あ
る
。
総
裁
や
鉄
道

局
長
な
ど
は
国
有
鉄
道
の
管
理
者
と
し
て
鉄
道
事
業
の
遂
行
上
必
要
な
こ
と
を
職
員

全
般
に
対
し
て
命
じ
る
。
こ
の
と
き
、
大
臣
が
発
す
る
も
の
を
「
大
臣
達
」、
総
裁
が

発
す
る
も
の
を
「
総
裁
達
」、
鉄
道
局
長
が
発
す
る
も
の
を
「
局
長
達
」
と
い
う
。
し

た
が
っ
て
、
達
は
前
述
の
法
令
と
は
趣
を
異
に
し
て
一
般
の
人
々
に
は
拘
束
力
を
持

た
な
い
が
、
国
有
鉄
道
全
職
員
に
お
い
て
は
必
ず
守
る
べ
き
ル
ー
ル
と
い
う
側
面
を

も
つ
。

表
１
は
鉄
道
公
報
発
行
規
程
の
主
た
る
変
遷
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
〇
六

年
三
月
三
十
一
日
、
鉄
道
国
有
法
が
公
布
さ
れ
た
。
国
有
化
に
よ
っ
て
鉄
道
事
業
は

全
国
的
規
模
に
急
拡
大
し
、
こ
れ
に
伴
う
業
務
量
の
増
大
に
対
応
す
る
新
た
な
主
務

官
庁
が
必
要
と
な
っ
た
。
一
九
〇
七
年
四
月
一
日
、
国
鉄
事
業
を
行
う
逓
信
省
外
局

機
関
と
し
て
帝
国
鉄
道
庁
が
設
置
さ
れ
、
同
時
に
鉄
道
作
業
局
は
廃
止
さ
れ
た
。
同

日
か
ら
「
法
規
等
の
伝
達
を
す
み
や
か
に
し
、
帝
国
鉄
道
庁
内
の
連
絡
の
た
め
に
、

日
刊
の
『
鉄
道
公
報
』
を
発
行
し
、
法
律
を
は
じ
め
と
す
る
諸
事
項
を
記
載
し
て
各

（
10
）

表１　鉄道公報発行規程の制定と変遷

年 月 日 事　　　　　　　　　　項 備   考

1904 12 1 鉄道作業局『局報』（日刊）発行開始。長官及び各部長の命令その他辞令、指令、注意事
項及び彙報などを掲載し職員職務上の便に供す

1907 4 1 『鉄道公報』（日刊）を発行し、部課局所に配布開始

9 25 「鉄道公報発行規程」の制定（達第218号） ※史料1

1908 12 5 鉄道院の新設後も帝国鉄道庁達を襲用し『鉄道公報』を発行

1909 4 5 「鉄道公報発行規程」の改正（達第243号） ※史料2

6 12 「鉄道公報発行規程」第2条第1号の改正（達第518号）

1912 7 31 鉄道院において『鉄道公報』の番号を更新し第1号を発行

1917 1 31 「鉄道公報発行規程」の改正（達第58号） ※史料3

1920 5 17 鉄道省において『鉄道公報』の番号を更新し第1号を発行

1923 9 14 関東大震災により9月2日から休刊中のところ再開

1927 12 19 「鉄道公報発行規程」の改正（達第1088号） ※史料4

1943 12 27 「運輸通信公報発行規程」の制定

1964 4 30 「鉄道公報発行基準規程」の制定

出所）�日本国有鉄道編『日本国有鉄道百年史　年表』（交通協力会、1972）、日本国有鉄道編『増補改訂　鉄道略年表』（日本国
有鉄道、1962）、ならびに『鉄道公報』『局報』より作成。
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部
局
に
配
布
」
が
始
ま
る
。

戦
前
期
の
主
た
る
鉄
道
公
報
の
発
行
規
程
を
史
料
１
か
ら
史
料
４
に
紹
介
す
る
。

鉄
道
公
報
発
行
規
程
に
つ
い
て
は
、『
鉄
道
法
規
類
抄
』
や
鉄
道
規
程
類
を
収
録
し
た

書
籍
な
ど
で
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
収
録
さ
れ
る
規
程
は
、
そ
れ
ら
の

編
纂
・
刊
行
時
点
の
も
の
で
、
各
年
代
の
規
程
を
網
羅
す
る
も
の
で
は
な
い
。
局
報

発
行
規
程
と
の
相
違
を
明
確
に
す
る
う
え
で
有
益
で
あ
り
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

一
九
〇
七
年
九
月
二
十
五
日
、
全
十
二
条
か
ら
成
る
初
め
て
の
「
鉄
道
公
報
発
行

規
程
」（
史
料
１
）
が
定
め
ら
れ
た
。
一
九
〇
八
年
十
二
月
五
日
、
鉄
道
院
官
制
（
勅

令
第
二
九
六
号
）
が
公
布
さ
れ
、
国
有
鉄
道
は
逓
信
省
か
ら
内
閣
に
移
さ
れ
、
新
設

の
鉄
道
院
が
設
置
さ
れ
た
。
鉄
道
公
報
の
発
行
は
、
鉄
道
院
の
新
設
後
も
帝
国
鉄
道

庁
達
の
発
行
規
程
（
史
料
１
）
を
襲
用
し
て
続
け
ら
れ
た
が
、
一
九
〇
九
年
四
月
五

日
、
新
た
な
「
鉄
道
公
報
発
行
規
程
」（
史
料
２
）
が
制
定
さ
れ
る
。
第
二
条
に
み
ら

れ
る
と
お
り
、
全
役
職
員
に
対
し
て
鉄
道
業
務
に
関
係
す
る
法
令
、
大
臣
・
総
裁
の

命
令
や
訓
示
、
執
務
上
の
注
意
事
項
な
ど
が
通
達
さ
れ
た
ほ
か
、
辞
令
、
賞
与
、
懲

戒
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
。

大
正
期
に
は
一
九
一
七
年
一
月
三
十
一
日
制
定
の
「
鉄
道
公
報
発
行
規
程
」（
史
料

３
）、
昭
和
期
に
は
一
九
二
七
年
十
二
月
十
九
日
制
定
の
「
鉄
道
公
報
発
行
規
程
」（
史

料
４
）
へ
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
四
つ
の
発
行
規
程
か
ら
、
戦
前
期
鉄
道
公
報
の
基

本
事
項
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
鉄
道
公
報
の
発
行
元
は
、
帝
国
鉄
道
庁
―

鉄
道
院
―
鉄
道
省
―
運
輸
通
信
省
―
運
輸
省
―
日
本
国
有
鉄
道
総
裁
室
文
書
課
と
推

移
す
る
が
、
発
行
そ
の
も
の
は
国
家
直
営
の
時
代
か
ら
戦
後
の
公
社
時
代
ま
で
続
き
、

分
割
民
営
化
の
前
日
の
一
九
八
七
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

三　

門
鉄
局
報
発
行
規
程
の
制
定
と
変
遷

局
報
の
主
た
る
発
行
規
程
を
史
料
５
か
ら
史
料
９
に
紹
介
す
る
。
表
２
は
門
鉄
局

報
発
行
規
程
の
変
遷
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
局
報
の
発
行
は
九
州
帝
国
鉄
道
管

理
局
が
設
置
さ
れ
た
日
、
す
な
わ
ち
一
九
〇
七
年
七
月
一
日
か
ら
始
ま
る
。
発
行
開

始
時
は
、
正
式
な
規
程
は
ま
だ
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
日
付
「
号
外
」
で
掲
載
事

項
が
周
知
さ
れ
た
（
史
料
５
）。
最
初
の
正
式
な
規
程
は
、
一
九
一
一
年
三
月
二
十
五

日
「
九
州
鉄
道
管
理
局
局
報
発
行
規
程
」（
史
料
６
）
で
定
め
ら
れ
た
。
詳
細
な
分
析

は
別
稿
に
譲
る
が
、
発
行
に
関
す
る
事
務
は
庶
務
課
長
が
掌
理
し
、
鉄
道
公
報
と
同

様
、
日
曜
・
祭
日
・
公
休
日
を
除
き
毎
日
発
行
さ
れ
た
。
印
刷
と
校
正
は
庶
務
課
が

担
当
し
た
。

一
九
一
九
年
六
月
、
発
行
規
程
は
「
門
司
鉄
道
管
理
局
々
報
並
門
管
旬
報
発
行
規

程
」（
史
料
７
）
へ
改
正
さ
れ
る
。
こ
の
改
正
に
よ
る
最
大
の
変
更
は
局
報
を
甲
と
乙

に
二
分
類
し
た
点
に
あ
る
。
局
報
は
発
行
以
来
、
す
べ
て
の
達
を
同
一
日
付
の
号
に

掲
載
し
た
。
し
か
し
、
日
々
発
せ
ら
れ
る
達
の
蓄
積
は
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
。
迅
速

か
つ
効
率
的
な
達
の
閲
覧
に
考
慮
し
て
甲
と
乙
が
区
別
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
甲
は

「
永
久
ニ
亘
ル
法
規
成
例
ニ
属
シ
規
程
上
加
除
ヲ
要
ス
ヘ
キ
モ
ノ
」、
乙
は
「
甲
ニ
掲

載
ス
ヘ
キ
事
項
ヲ
除
キ
タ
ル
モ
ノ
」
と
定
め
ら
れ
た
。
以
後
、
局
達
甲
は
現
業
事
務

取
扱
上
、
一
般
従
業
員
の
永
久
的
準
則
と
な
る
べ
き
も
の
、
局
達
乙
は
臨
時
列
車
運

転
、
特
殊
乗
車
券
発
売
な
ど
一
時
的
命
令
に
属
す
る
も
の
と
区
別
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

門
鉄
で
は
一
九
一
九
年
六
月
二
日
（
月
曜
）
か
ら
達
甲
を
独
立
さ
せ
、『
局
報
（
甲
）』

第
一
号
を
発
行
し
、『
局
報
（
乙
）』
を
継
続
の
第
二
〇
三
一
号
と
し
て
発
行
し
た
。

な
お
、
本
規
程
の
名
称
に
み
え
る「
門
管
旬
報
」は
同
年
六
月
五
日
に
『
汽
笛
』
と
い

う
名
称
で
第
一
号
が
発
行
さ
れ
た
。
第
一
号
の
冒
頭
で
大
道
良
太
局
長
は
「
凡
そ
心

（
15
）

（
16
）
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を
一
に
す
る
方
法
と
し
て
相
互
に
意
思
の
疎
通
と
云
ふ
こ
と
を
図

ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
、
勿
論
公
報
あ
り
局
報
あ
り
此
の
目
的
に
副

ふ
や
う
に
は
成
つ
て
居
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
公
報
、
局
報
は
裃
を

着
た
体
裁
で
あ
つ
て
打
寛
ひ
で
互
に
隔
意
の
無
い
又
面
白
可
笑
し

く
話
し
合
ふ
と
云
ふ
に
は
余
り
適
当
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
、
依
て
我

管
理
局
二
万
三
千
の
人
々
が
最
も
親
し
く
最
も
睦
し
く
互
に
心
を

一
に
し
て
交
際
ふ
方
法
と
し
て
茲
に
門
管
旬
報
即
ち
『
汽
笛
』
を

発
行
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
」
と
発
行
の
背
景
と
理
由
を
述
べ

て
い
る
。
本
規
程
は
三
十
年
強
の
長
期
間
に
わ
た
り
運
用
さ
れ
た
。

最
後
に
戦
後
期
の
規
程
を
紹
介
す
る
。
一
九
五
〇
年
九
月
、
規

程
が
改
正
さ
れ
て
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
が
加
え
ら
れ
（
史
料

８
）、
一
九
五
〇
年
十
月
三
日
、
新
た
に
「
門
司
鉄
道
管
理
局
発
行

規
程
」（
史
料
９
）
が
制
定
・
施
行
さ
れ
る
。
局
報
は
発
行
以
来
、

管
轄
区
域
の
関
係
各
所
・
関
係
者
の
み
に
配
布
さ
れ
た
。
だ
が
、

本
規
程
の
施
行
以
降
、
号
外
・
附
録
・
別
冊
な
ど
を
除
き
、
局
報

の
購
読
を
希
望
す
る
外
部
の
希
望
者
に
は
有
料
で
頒
布
さ
れ
た
。

一
九
六
六
年
制
定
の
「
門
司
鉄
道
管
理
局
報
発
行
基
準
規
程
」
は

現
在
の
と
こ
ろ
全
文
を
確
認
で
き
て
い
な
い
た
め
、
機
会
を
改
め

て
紹
介
し
た
い
。

こ
れ
ら
の
局
報
発
行
規
程
を
は
じ
め
、
局
報
（
甲
）
に
掲
載
さ

れ
た
主
た
る
規
程
類
を
知
る
手
段
に
『
規
程
類
抄
』
が
あ
る
。
こ

れ
は
職
務
上
の
参
考
に
供
す
る
た
め
、
各
鉄
道
局
庶
務
課
に
お
い

て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
各
鉄
道
局
の
規
程
類
抄
が
現
存
す

る
な
ら
ば
、
主
た
る
規
程
類
を
確
認
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

表2　局報発行規程の変遷（門司鉄道局）

年 月 日 事　　　　　　　　　　項 備   考

1907 7 1 九州帝国鉄道管理局『局報』の発行開始。局報掲載項目の
通達 ※史料5

1911 3 25 「九州鉄道管理局局報発行規程」の制定（局達第44号） ※史料6

1915 4 27 「局報注意事項」 1919年6月1日廃止

1919 6 3 「門司鉄道管理局々報並門管旬報発行規程」の制定（門管達
甲第58号） ※史料7

7 21 局報並門管旬報発行規程中ノ改正（門管達甲第92号） 第5条中一部の削除

1920 1 1 局員の職務及び勤務の指定には辞令書を交付せず、局報掲
載をもってこれに代える（依命通牒）

7 13 「局報並門鉄旬報発行規程」の一部改正（門鉄達甲第70号） 第5条の一部を「土曜日及び7月11日よ
り9月10日までは正午12時」とする

1921 7 1 印刷場が新築完成し移転

1926 9 18 「局報竝門鉄旬報発行規程中改正ノ件」（門鉄達甲第331号） 第5条中の「午後2時」を「午後1時」と
する

1929 10 18 「局報竝門鉄旬報発行規程中改正ノ件」（門鉄達甲第364号） 第5条中の「午後1時」を「正午」とす
る

1938 8 10 「門司鉄道局々報竝門鉄旬報発行規程中改正ノ件」（門鉄達
甲第153号）

件名の「門鉄旬報」を「門鉄月報」と
する

1940 8 23 「局報竝門鉄月報発行規程中改正ノ件」（門鉄達甲第175号） 件名の「門鉄月報」を「門鉄旬報」と
する

1942 3 6 「局報竝門鉄旬報発行規程中改正ノ件」（門鉄達甲第61号） 件名の「局報竝門鉄旬報発行規程」を
「局報竝ニ『門鉄』発行規程」とする

5 1 「局報竝ニ『門鉄』発行規程中改正ノ件」（門鉄達甲第121
号）

件名の「竝ニ『門鉄』」と第11～13条を
削除

1944 3 22 「局報発行規程中改正ノ件」（門鉄達甲第50号） 第2、5、7、10条を一部改正

1950 9 13 「局報発行規程中改正について」（門鉄達甲第50号） ※史料8

10 3 「門司鉄道管理局報発行規程」の制定（門鉄達甲第76号） ※史料9

1966 1 「門司鉄道管理局報発行基準規程」の制定（門鉄達第12号）

出所）�日本国有鉄道編『日本国有鉄道百年史　年表』（交通協力会、1972）、日本国有鉄道編『増補改訂　鉄道略年表』（日本国
有鉄道、1962）、ならびに『鉄道公報』『局報』より作成。
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門
司
鉄
道
局
は
一
九
二
一
年
四
月
「
規
程
類
抄
編
纂
整
理
規
程
」
を
制
定
し
た
。

同
規
程
に
よ
れ
ば
、
編
纂
配
布
は
庶
務
課
担
当
（
第
一
条
）、
掲
載
事
項
は
「
局
報

（
甲
）
ニ
掲
載
シ
タ
ル
事
項
ヲ
登
載
ス
ル
モ
ノ
ト
ス　

但
シ
図
表
類
又
ハ
別
冊
等
ニ
シ

テ
厖
大
ナ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
省
略
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
第
二
条
）
と
さ
れ
た
。
規
程
類
抄

の
編
別
は
第
一
編
総
則
、
第
二
編
工
務
、
第
三
編
工
作
、
第
四
編
運
転
、
第
五
編
電

気
、
第
六
編
営
業
、
第
七
編
経
理
、
第
八
編
船
舶
か
ら
構
成
さ
れ
、
三
か
月
毎
に
加

除
追
録
を
発
行
す
る
と
さ
れ
た
（
第
四
条
）。
規
程
類
抄
の
配
布
を
受
け
る
関
係
部
署

に
お
い
て
は
責
任
者
を
定
め
、
貸
与
、
保
管
及
び
追
録
の
加
除
整
理
に
当
た
る
こ
と

と
さ
れ
た
（
第
五
条
）。

し
か
し
な
が
ら
、
門
鉄
の
規
程
類
抄
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
調
査

で
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
来
的
に
外
部
へ
の
配
布
を
目
的
と
す
る
も
の
で

は
な
い
た
め
、
国
内
大
学
図
書
館
や
公
立
図
書
館
な
ど
で
も
所
在
は
確
認
で
き
な
い
。

現
時
点
で
は
、
わ
れ
わ
れ
研
究
グ
ル
ー
プ
が
閲
覧
を
許
可
さ
れ
た
原
資
料
か
ら
し
か

そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
発
行
規
程
は
局
報
を
知
る

う
え
で
最
も
基
本
的
な
規
程
の
一
つ
で
あ
り
、
本
稿
で
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。
ま

た
、
局
報
（
乙
）
に
つ
い
て
は
別
途
纏
め
ら
れ
た
も
の
は
な
く
、
そ
の
内
容
は
原
資

料
か
ら
し
か
知
り
得
な
い
。

規
程
の
紹
介
に
あ
た
り
、
旧
字
体
は
す
べ
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
体
裁
は
原
資

料
の
忠
実
な
再
現
を
心
が
け
た
が
、
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
ま
た
、
同
一
の
規

程
内
に
「
配
付
」
と
「
配
布
」
の
併
用
も
み
ら
れ
る
が
、
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。

四　

鉄
道
公
報
発
行
規
程
の
紹
介

史
料
１　

一
九
〇
七
年
（
明
治
四
十
）
制
定
の
鉄
道
公
報
発
行
規
程
（
出
所
：『
局

（
17
）

報
』
一
九
〇
七
年
九
月
二
十
六
日
、
第
七
五
号
、
九
州
帝
国
鉄
道
管
理
局
、
総
裁
達
）

〇
達
第
二
一
八
号
（
九
月
廿
五
日
）

一
、
鉄
道
公
報
発
行
規
程
ヲ
別
紙
ノ
通
相
定
メ
本
月
廿
五
日
ヨ
リ
施
行
ス

二�

、
総
裁
技
監
部
長
及
調
査
所
長
ノ
発
ス
ル
命
令
ハ
之
ニ
掲
載
ス
ル
ヲ
公
式
ト
定
ム
但

シ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
主
務
部
ヨ
リ
発
ス
ル
公
文
ヲ
以
テ
之
ニ
代
フ
ル
コ
ト
ア
ル
可

シ
三�

、
明
治
三
十
七
年
十
一
月
達
第
一
七
八
号
同
三
十
八
年
一
月
達
第
五
号
同
年
四
月
達

第
七
一
号
ハ
鉄
道
公
報
発
行
規
程
施
行
ノ
時
ヨ
リ
之
ヲ
廃
止
ス

右
通
達
ス

（
別
紙
）

　
　
　
　

鉄
道
公
報
発
行
規
程

第
一
条　

鉄
道
公
報
ハ
日
曜
日
祭
日
及
公
ノ
休
日
ヲ
除
ク
外
毎
日
之
ヲ
発
行
ス

第
二
条　

公
報
ニ
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
掲
載
ス

一�

、
法
律
、
勅
令
、
省
令
、
訓
令
、
告
示
、
公
達
、
達
（
官
設
鉄
道
ニ
関
ス
ル
一
切

ノ
法
律
勅
令
逓
信
省
令
訓
令
告
示
公
達
）

二
、
達
（
総
裁
、
技
監
、
部
長
、
調
査
所
長
ノ
発
ス
ル
モ
ノ
）

三
、
訓
示
（
大
臣
、
総
裁
、
技
監
、
部
長
、
調
査
所
長
ノ
発
ス
ル
モ
ノ
）

四
、
辞
令
（
雇
員
以
上
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
）

五
、
賞
与
、
懲
戒
（
傭
人
以
上
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
）

六
、
指
令
（
指
令
又
ハ
回
答
ニ
シ
テ
執
務
ノ
参
考
ト
ナ
ル
ヘ
キ
事
項
）

七
、
注
意
事
項
（
通
牒
其
他
執
務
上
一
般
ノ
了
知
ス
可
キ
事
項
）

八
、
彙
報
（
毎
日
発
生
ス
ル
事
件
中
主
要
ナ
ル
事
項
）

九
、
救
済
組
合
彙
報
（
救
済
組
合
ニ
関
ス
ル
主
要
ナ
ル
事
項
）
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第
三
条　

達
又
ハ
訓
示
掲
載
ノ
順
序
ハ
左
ノ
通
ト
ス

�

総
裁
、
技
監
、
総
務
部
長
、
建
設
部
長
、
工
務
部
長
、
運
輸
部
長
、
経
理
部
長
、

調
査
所
長

第�

四
条　

各
部
局
所
場
ニ
報
告
委
員
ヲ
置
キ
其
部
局
所
場
ノ
公
報
発
行
ニ
関
ス
ル
事

務
ヲ
処
理
セ
シ
ム

各
部
局
所
場
長
ハ
予
メ
報
告
委
員
ノ
氏
名
ヲ
総
務
部
長
ニ
通
知
ス
ヘ
シ

第�

五
条　

各
部
及
調
査
所
所
属
報
告
委
員
ハ
翌
日
発
行
ノ
公
報
ニ
掲
載
ス
可
キ
原
稿

ヲ
調
製
次
第
順
次
午
後
二
時
迄
（
七
月
十
一
日
ヨ
リ
九
月
十
日
迄
ハ
午
前
十
一
時

迄
）
ニ
総
務
部
庶
務
課
ニ
送
付
ス
可
シ

第�

六
条　

高
等
官
、
高
等
事
務
員
、
高
等
技
術
員
及
嘱
托
員
ノ
辞
令
ハ
総
務
部
人
事

課
ニ
於
テ
原
稿
ヲ
調
製
シ
庶
務
課
ニ
送
付
ス
可
シ

�

前
項
ニ
掲
ク
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
外
判
任
官
以
下
ノ
者
ノ
辞
令
ハ
其
長
官
ノ
勤
務
指
定

辞
令
ヲ
待
チ
之
ト
一
括
シ
其
部
局
所
又
ハ
場
ノ
報
告
委
員
ニ
於
テ
規
定
ニ
従
ヒ
原

稿
ヲ
調
製
シ
遅
滞
ナ
ク
総
務
部
人
事
課
ニ
送
付
シ
人
事
課
ハ
調
査
ノ
上
庶
務
課
ニ

送
付
ス
ヘ
シ

�

部
局
所
場
長
ノ
発
シ
タ
ル
単
行
ノ
勤
務
指
定
辞
令
ハ
之
ヲ
発
シ
タ
ル
部
局
所
場
ノ

報
告
委
員
原
稿
ヲ
調
製
シ
直
接
総
務
部
庶
務
課
ニ
送
付
ス
ヘ
シ

第�

七
条　

第
二
条
第
一
号
ニ
列
記
セ
ル
モ
ノ
ハ
総
務
部
庶
務
課
ニ
於
テ
官
報
又
ハ
逓

信
公
報
ニ
基
キ
原
稿
ヲ
調
製
ス
可
シ

第
八
条　

原
稿
ハ
一
定
ノ
用
紙
ヲ
用
ヒ
別
ニ
定
ム
ル
様
式
ニ
依
リ
調
製
ス
ヘ
シ

第�

九
条　

達
ニ
添
付
ス
ヘ
キ
用
紙
又
ハ
図
表
類
ニ
シ
テ
活
字
印
刷
ニ
付
ス
ル
コ
ト
能

ハ
ス
又
ハ
困
難
ナ
ル
モ
ノ
ハ
主
務
部
ニ
於
テ
調
製
シ
関
係
ノ
向
ヘ
直
接
ニ
配
付
ス

ヘ
シ

第�

十
条　

賞
与
、
懲
戒
ニ
関
ス
ル
原
稿
ハ
可
成
其
記
事
ヲ
厳
正
ニ
且
簡
約
ニ
ス
ヘ
シ

第�

十
一
条　

公
報
ニ
掲
載
ス
ヘ
キ
事
項
ニ
シ
テ
公
文
ヲ
以
テ
発
送
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
最

近
ノ
公
報
ニ
其
旨
ヲ
掲
載
ス

第�

十
二
条　

総
務
部
庶
務
課
長
ハ
緩
急
ヲ
量
リ
原
稿
掲
載
ヲ
翌
日
以
降
ニ
繰
延
ヘ
又

第
二
条
第
五
号
以
下
ノ
原
稿
ヲ
取
捨
ス

（
以
下
、
原
稿
調
製
様
式
は
割
愛
）

史
料
２　

一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
）
制
定
の
鉄
道
公
報
発
行
規
程
（
出
所
：『
局

報
』
一
九
〇
九
年
四
月
六
日
、
第
九
五
号
、
九
州
鉄
道
管
理
局
）

〇
達
第
二
四
三
号
（
四
月
五
日
公
報
）

一　

鉄
道
公
報
発
行
規
程
左
ノ
通
相
定
ム

二�　

総
裁
達
ハ
之
ニ
掲
載
ス
ル
ヲ
公
式
ト
定
ム
但
シ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
公
文
ヲ
以
テ

之
ニ
代
フ
ル
コ
ト
ア
ル
可
シ

三　

明
治
四
十
年
九
月
二
十
五
日
達
第
二
一
八
号
ハ
之
ヲ
廃
止
ス

　
　
　
　

鉄
道
公
報
発
行
規
程

第
一
条　

鉄
道
公
報
ハ
日
曜
日
祭
日
及
公
ノ
休
日
ヲ
除
ク
外
毎
日
之
ヲ
発
行
ス

第
二
条　

公
報
ニ
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
掲
載
ス

一�　

法
律
、
勅
令
、
閣
令
、
省
令
、
訓
令
、
告
示
（
鉄
道
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

執
務
上
周
知
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
）

二　

達
（
総
裁
達
、
会
計
検
査
院
達
等
）

三　

訓
示
（
大
臣
、
総
裁
ノ
発
ス
ル
モ
ノ
）

四�　

辞
令
（
雇
員
以
上
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
但
シ
管
理
局
長
ノ
発
シ
タ
ル
辞
令
ハ
高
等

官
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
外
之
ヲ
掲
載
セ
ス
）

五�　

賞
与
、
懲
戒
（
雇
員
以
上
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
但
シ
管
理
局
長
ノ
権
限
ニ
於
テ
処



― 74 ―

分
シ
タ
ル
事
項
ハ
之
ヲ
除
ク
）

六　

指
令
（
指
令
又
ハ
回
答
ニ
シ
テ
執
務
ノ
参
考
ト
ナ
ル
ヘ
キ
事
項
）

七　

注
意
事
項
（
通
牒
其
他
執
務
上
一
般
ノ
了
知
ス
ヘ
キ
事
項
）

八　

彙
報
（
毎
日
発
生
ス
ル
事
件
中
主
要
ナ
ル
モ
ノ
）

九　

救
済
組
合
彙
報
（
救
済
組
合
ニ
関
ス
ル
主
要
ナ
ル
事
項
）

第�

三
条　

達
ニ
添
付
ス
ヘ
キ
用
紙
又
ハ
図
表
類
ニ
シ
テ
活
字
印
刷
ニ
付
ス
ル
コ
ト
能

ハ
ス
又
ハ
困
難
ナ
ル
モ
ノ
ハ
主
務
部
ニ
於
テ
調
製
シ
関
係
ノ
向
キ
ヘ
直
接
配
布
ス

ヘ
シ

第�

四
条　

公
報
ニ
掲
載
ス
ヘ
キ
事
項
ニ
シ
テ
公
文
ヲ
以
テ
発
送
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
最
近

ノ
公
報
ニ
其
旨
ヲ
掲
載
ス

第�

五
条　

第
二
条
第
一
号
乃
至
第
三
号
ニ
列
記
セ
ル
モ
ノ
ハ
官
房
文
書
課
ニ
於
テ
原

稿
ヲ
調
製
ス
ヘ
シ　

第�

六
条　

各
部
課
局
所
ニ
報
告
委
員
ヲ
置
キ
其
部
課
局
所
ノ
公
報
原
稿
調
製
ニ
関
ス

ル
事
務
ヲ
処
理
セ
シ
ム
ヘ
シ

各
部
課
局
所
長
ハ
予
メ
報
告
委
員
ノ
氏
名
ヲ
官
房
文
書
課
長
ニ
通
知
ス
ヘ
シ

第�

七
条　

報
告
委
員
ハ
第
五
条
ニ
掲
ク
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
外
其
部
課
局
所
処
理
ニ
係
ル

事
項
ニ
シ
テ
公
報
ニ
掲
載
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ヽ
原
稿
ヲ
調
製
シ
官
房
文
書
課
ニ
送
付
ス

ヘ
シ

第�

八
条　

辞
令
ノ
原
稿
ハ
発
令
者
所
属
ノ
各
報
告
委
員
ニ
於
テ
調
製
シ
官
房
文
書
課

ニ
送
付
ス
ヘ
シ

第�

九
条　

賞
与
、
懲
戒
ニ
関
ス
ル
原
稿
ハ
可
成
其
記
事
ヲ
厳
正
ニ
且
ツ
簡
約
ニ
ス
ヘ

シ
第
十
条　

原
稿
ハ
一
定
ノ
用
紙
ヲ
用
ヒ
別
ニ
定
ム
ル
様
式
ニ
依
リ
調
製
ス
ヘ
シ

第�

十
一
条　

官
房
文
書
課
長
ハ
緩
急
ヲ
量
リ
原
稿
掲
載
ヲ
翌
日
以
後
ニ
繰
延
ヘ
又
ハ

第
二
条
第
五
号
以
下
ノ
原
稿
ヲ
取
捨
ス

�

午
後
二
時
（
七
月
十
一
日
ヨ
リ
九
月
十
日
迄
ハ
午
前
十
一
時
）
以
後
ニ
到
達
シ
タ

ル
原
稿
ハ
翌
日
発
行
ノ
公
報
ニ
掲
載
セ
ス

（
以
下
、
原
稿
調
製
様
式
は
割
愛
）

史
料
３　

一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
制
定
の
鉄
道
公
報
発
行
規
程
（
出
所
：『
鉄
道
公

報
』
一
九
一
七
年
二
月
一
日
、
第
一
三
四
二
号
、
鉄
道
院
）

〇
達
第
五
八
号

鉄
道
公
報
発
行
規
程
左
ノ
通
定
ム

大
正
六
年
一
月
三
十
一
日　
　
　

鉄
道
院
総
裁　

男
爵
後
藤
新
平

　
　
　

鉄
道
公
報
発
行
規
程

第�

一
条　

鉄
道
公
報
ハ
日
曜
日
、
祭
日
、
祝
日
其
ノ
他
ノ
休
日
ヲ
除
ク
ノ
外
毎
日
之

ヲ
発
行
ス

第
二
条　

鉄
道
公
報
ニ
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
掲
載
ス

一　

法
令
（
法
律
、
勅
令
、
閣
令
、
省
令
、
訓
令
ニ
シ
テ
鉄
道
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
）

二　

告
示
（
内
閣
及
各
省
ノ
告
示
ニ
シ
テ
鉄
道
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
及
鉄
道
院
告
示
）

三　

達
（
大
臣
達
、
総
裁
達
、
会
計
検
査
院
達
等
）

四　

訓
示

五　
�

辞
令
（
雇
員
以
上
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
但
シ
鉄
道
管
理
局
長
ノ
職
務
権
限
ニ
属
ス

ル
モ
ノ
ハ
高
等
官
及
掛
長
ヲ
除
ク
ノ
外
之
ヲ
掲
載
セ
ス
）

六　

通
報
（
伺
定
、
照
会
、
其
ノ
他
執
務
上
一
般
ニ
注
意
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
）

七　

報
告
（
調
査
報
告
及
統
計
等
ノ
類
ニ
シ
テ
参
考
ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
）

八　

�

雑
件
（
線
路
ノ
不
通
、
衛
生
、
職
員
ノ
教
習
、
重
ナ
ル
会
議
、
巡
察
員
ノ
行



― 75 ―

程
、
総
裁
、
副
総
裁
、
技
監
及
局
所
長
等
ノ
旅
行
行
程
、
其
ノ
他
日
々
発
生

ス
ル
事
件
中
重
要
ナ
ル
モ
ノ
）

九　

広
告

第�

三
条　

総
裁
官
房
各
課
所
、
各
局
、
各
建
設
事
務
所
（
以
下
単
ニ
各
課
、
局
、
所

ト
ス
）
ニ
鉄
道
公
報
報
告
委
員
（
以
下
単
ニ
報
告
委
員
ト
ス
）
ヲ
置
キ
其
ノ
課
、

局
、
所
ノ
鉄
道
公
報
原
稿
調
製
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
処
理
セ
シ
ム
ヘ
シ

�

各
課
、
局
、
所
長
ハ
予
メ
報
告
委
員
ノ
氏
名
ヲ
総
裁
官
房
文
書
課
長
ニ
通
知
ス
ヘ

シ
第�

四
条　

第
二
条
第
一
号
乃
至
第
四
号
ニ
列
記
セ
ル
モ
ノ
ハ
総
裁
官
房
文
書
課
ニ
於

テ
其
ノ
原
稿
ヲ
調
製
ス
ヘ
シ

�

官
報
ニ
掲
載
セ
ル
モ
ノ
ヲ
特
ニ
鉄
道
公
報
ニ
転
載
ヲ
希
望
ス
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
総
裁

官
房
文
書
課
ニ
請
求
ス
ヘ
シ

第�

五
条　

前
条
ニ
掲
ク
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
ノ
外
鉄
道
公
報
ニ
掲
載
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ノ
原
稿

ハ
関
係
課
、
局
、
所
ノ
報
告
委
員
之
ヲ
調
製
シ
総
裁
官
房
文
書
課
ニ
送
付
ス
ヘ
シ

第
六
条　

原
稿
ハ
別
紙
様
式
ニ
拠
リ
調
製
ス
ヘ
シ

第�

七
条　

達
、
通
報
其
ノ
他
ノ
モ
ノ
ニ
附
属
ス
ル
様
式
、
図
表
等
ニ
シ
テ
印
刷
ニ
付

ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
カ
若
ハ
困
難
ナ
ル
モ
ノ
ハ
主
務
課
、
局
、
所
ニ
於
テ
調
製
シ

関
係
ノ
向
ヘ
直
接
配
付
ス
ヘ
シ

第�

八
条　

鉄
道
公
報
ニ
掲
載
ノ
緩
急
、
順
位
、
第
二
条
第
六
号
以
下
ノ
原
稿
ノ
取
捨

及
所
用
活
字
ハ
総
裁
官
房
文
書
課
長
之
ヲ
決
ス

第�

九
条　

原
稿
カ
午
後
二
時
（
七
月
十
一
日
ヨ
リ
九
月
十
日
迄
ノ
間
及
土
曜
日
ニ
於

テ
ハ
午
前
十
一
時
）
以
後
ニ
到
達
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
翌
日
ノ
鉄
道
公
報
ニ
掲
載

セ
ス

第�

十
条　

報
告
委
員
ハ
鉄
道
公
報
発
行
毎
ニ
主
管
ノ
掲
載
事
項
ヲ
調
査
シ
若
シ
誤
謬

ヲ
発
見
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
直
ニ
総
裁
官
房
文
書
課
ニ
通
知
ス
ヘ
シ

第
十
一
条　

鉄
道
公
報
ハ
鉄
道
院
ノ
各
機
関
ニ
之
ヲ
配
付
ス

�

総
裁
官
房
各
課
、
所
長
、
各
局
長
、
各
鉄
道
管
理
局
長
及
各
建
設
事
務
所
長
ハ
其

ノ
必
要
部
数
ヲ
総
裁
官
房
文
書
課
長
ニ
請
求
ス
ヘ
シ

第
十
二
条　

本
規
程
ノ
施
行
ニ
関
ス
ル
事
項
ハ
総
裁
官
房
文
書
課
長
之
ヲ
定
ム

　
　
　

附　

則

明
治
四
十
二
年
四
月
達
第
二
四
三
号
ハ
之
ヲ
廃
止
ス

本
達
ハ
大
正
六
年
二
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

（
以
下
、
別
紙
の
原
稿
調
製
様
式
は
割
愛
）

史
料
４　

一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
制
定
の
鉄
道
公
報
発
行
規
程
（
出
所
：『
鉄
道
公

報
』
一
九
二
七
年
十
二
月
十
九
日
、
第
二
九
三
号
、
鉄
道
省
）

〇
達
第
一
〇
八
八
号

鉄
道
公
報
発
行
規
程
左
ノ
通
定
ム

昭
和
二
年
十
二
月
十
九
日　
　
　
　
　

鉄
道
大
臣　

小
川　

平
吉

　
　
　

鉄
道
公
報
発
行
規
程

第
一
条　

鉄
道
ニ
関
ス
ル
法
令
其
ノ
他
ノ
事
項
ヲ
通
報
ス
ル
為
鉄
道
公
報
ヲ
発
行
ス

�

鉄
道
公
報
ハ
日
曜
日
、
祝
祭
日
其
ノ
他
ノ
休
日
ヲ
除
ク
ノ
外
毎
日
之
ヲ
発
行
シ
部

内
一
般
竝
関
係
業
務
者
ニ
配
布
ス
但
シ
特
殊
関
係
箇
所
ニ
ノ
ミ
配
布
ス
ヘ
キ
附
録
、

別
冊
等
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ス

�

前
項
以
外
ノ
モ
ノ
ニ
対
シ
テ
モ
第
十
一
条
ニ
定
ム
ル
ト
コ
ロ
ニ
依
リ
実
費
ヲ
以
テ

鉄
道
公
報
ヲ
配
布
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
二
条　

鉄
道
公
報
ニ
ハ
左
ノ
諸
欄
ヲ
設
ケ
各
下
記
ノ
事
項
ヲ
掲
載
ス
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一　

詔　

勅　

勅
旨

二　

法　

令　

法
律
、
勅
令
、
閣
令
、
省
令

三　

告　

示　

内
閣
及
各
省
ノ
告
示

四　

訓　

令　

内
閣
及
各
省
ノ
訓
令

五　

達　
　
　

鉄
道
大
臣
及
会
計
検
査
院
等
ノ
達

六　

訓　

示　

内
閣
総
理
大
臣
及
鉄
道
大
臣
等
ノ
訓
示

七　

辞　

令　

�

雇
員
以
上
ニ
関
ス
ル
辞
令
但
シ
鉄
道
局
長
ノ
職
務
権
限
ニ
属
ス
ル

モ
ノ
ハ
高
等
官
及
掛
長
ノ
モ
ノ
ニ
限
ル

八　

通　

報　

規
程
類
施
行
上
ノ
指
示
其
ノ
他
執
務
上
注
意
ヲ
要
ス
ル
事
項

　
　
　
　
　
　
（
地
方
庁
ノ
法
令
等
ニ
シ
テ
関
係
ア
ル
モ
ノ
ヲ
含
ム
）

九　

統　

計　

統
計
類
ニ
シ
テ
参
考
ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ

十　

雑　

件　

�

線
路
ノ
障
害
、
衛
生
状
況
、
地
方
鉄
道
及
軌
道
ノ
設
廃
変
更
、
職

員
ノ
教
習
、
改
氏
名
其
ノ
他
ノ
事
項

第�

三
条　

第
二
条
第
一
号
乃
至
第
六
号
ニ
掲
ク
ル
モ
ノ
ノ
原
稿
ハ
官
房
文
書
課
ニ
於

テ
之
ヲ
調
製
ス
ヘ
シ
但
シ
複
雑
ナ
ル
様
式
図
表
等
ハ
次
項
ノ
例
ニ
依
ル

�

第
二
条
第
七
号
以
下
ニ
掲
ク
ル
モ
ノ
ノ
原
稿
ハ
官
房
各
課
所
、
省
内
各
局
、
各
鉄

道
局
、
直
轄
各
事
務
所
、
病
院
（
以
下
単
ニ
局
所
ト
称
ス
）
ニ
於
テ
之
ヲ
調
製
シ

官
房
文
書
課
ニ
送
付
ス
ヘ
シ
但
シ
人
事
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ハ
官
房
人
事
課
ヲ
経
由
ス

ヘ
シ

第�

四
条　

官
報
ニ
掲
載
セ
ラ
レ
タ
ル
法
令
其
ノ
他
ノ
規
程
類
ニ
シ
テ
鉄
道
公
報
ニ
転

載
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
関
係
局
所
ヨ
リ
官
房
法
規
課
経
由
同
文
書
課
ニ
転
載
方
ヲ
要
求

ス
ヘ
シ
但
シ
既
ニ
鉄
道
法
規
類
抄
ニ
編
纂
シ
ア
ル
モ
ノ
ヲ
改
廃
ノ
場
合
ハ
官
房
法

規
課
ヨ
リ
同
文
書
課
ニ
転
載
方
ヲ
要
求
ス
ヘ
シ

第�

五
条　

前
二
条
ノ
原
稿
調
製
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
処
理
セ
シ
ム
ル
為
各
局
所
長
ハ
公

報
原
稿
責
任
者
ヲ
定
メ
予
メ
其
ノ
氏
名
ヲ
官
房
文
書
課
長
ニ
通
報
ス
ヘ
シ

公
報
原
稿
責
任
者
ハ
其
ノ
調
製
ニ
係
ル
原
稿
余
白
ニ
其
ノ
認
印
ヲ
押
捺
ス
ヘ
シ

第�

六
条　

達
、
通
報
其
ノ
他
ノ
モ
ノ
ニ
附
属
ス
ル
様
式
、
図
表
等
ニ
シ
テ
印
刷
ニ
付

ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
カ
若
ハ
困
難
ナ
ル
モ
ノ
ハ
各
局
所
ニ
於
テ
之
ヲ
調
製
シ
関
係

ノ
向
ヘ
直
接
配
布
ス
ヘ
シ

第�

七
条　

午
後
一
時
（
七
月
二
十
一
日
ヨ
リ
八
月
三
十
一
日
迄
ノ
間
及
土
曜
日
ハ
午

前
十
一
時
）
迄
ニ
官
房
文
書
課
ノ
受
領
シ
タ
ル
原
稿
ハ
之
ヲ
翌
日
ノ
鉄
道
公
報
ニ

掲
載
ス
但
シ
掲
載
日
ヲ
特
ニ
指
示
シ
タ
ル
モ
ノ
及
長
文
複
雑
ノ
モ
ノ
ハ
此
ノ
限
ニ

在
ラ
ス

�

主
管
局
所
ニ
於
テ
校
正
ヲ
為
サ
ム
ト
ス
ル
モ
ノ
及
掲
載
方
ニ
付
特
殊
ノ
注
意
ヲ
要

ス
ル
モ
ノ
ノ
原
稿
ニ
ハ
原
稿
余
白
ニ
其
ノ
旨
ヲ
朱
記
ス
ヘ
シ

第�

八
条　

鉄
道
公
報
ニ
掲
載
セ
ラ
レ
タ
ル
事
項
ハ
官
房
文
書
課
ニ
於
テ
直
ニ
原
稿
ト

対
照
ス
ル
ノ
外
立
案
者
ニ
於
テ
モ
其
ノ
原
議
ト
対
照
シ
誤
謬
ア
ル
ト
キ
ハ
正
誤
ノ

原
稿
ヲ
作
成
シ
公
報
原
稿
責
任
者
ヨ
リ
官
房
文
書
課
ニ
送
付
ス
ヘ
シ
但
シ
人
事
ニ

関
ス
ル
モ
ノ
ハ
官
房
人
事
課
ヲ
経
由
ス
ヘ
シ

第�

九
条　

鉄
道
公
報
ヲ
発
行
ス
ヘ
キ
日
ニ
於
テ
之
ヲ
発
行
セ
サ
ル
カ
又
ハ
発
送
甚
シ

ク
遅
延
ス
ル
ト
キ
ハ
官
房
文
書
課
ニ
於
テ
其
ノ
旨
電
報
若
ハ
電
話
ヲ
以
テ
各
局
所

ニ
通
知
ス
ヘ
シ

第�

十
条　

鉄
道
公
報
ノ
配
布
箇
所
ニ
異
動
ヲ
生
シ
若
ハ
配
布
部
数
ノ
増
減
ヲ
要
シ
又

ハ
新
ニ
配
布
ヲ
要
ス
ル
箇
所
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
関
係
局
所
長
ハ
其
ノ
事
由
竝
部
数

ヲ
官
房
文
書
課
長
ニ
申
出
ツ
ヘ
シ

第�

十
一
条　

鉄
道
公
報
ヲ
購
読
セ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
左
記
各
号
ニ
拠
リ
料
金
ヲ
添
ヘ
経

理
局
会
計
課
ニ
購
読
ノ
申
込
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス

一　

�

購
読
料
一
部
一
箇
月
金
五
拾
銭
（
郵
税
不
要
）
ト
ス
月
ノ
中
途
ヨ
リ
申
込
ノ
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場
合
ト
雖
減
額
セ
ス

二　

�
購
読
期
間
ハ
会
計
年
度
（
三
月
末
日
）
毎
ニ
打
切
リ
次
年
度
分
ハ
三
月
十
五

日
迄
ニ
申
込
ム
コ
ト

三　

申
込
ノ
ト
キ
ハ
部
数
及
送
付
先
ヲ
明
記
セ
ル
書
面
ヲ
添
ユ
ル
コ
ト

第�

十
二
条　

経
理
局
会
計
課
ニ
於
テ
前
条
ノ
料
金
ヲ
収
納
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
配
布
箇
所

其
ノ
他
ノ
要
領
ヲ
具
シ
官
房
文
書
課
ニ
通
知
ス
ヘ
シ

第�

十
三
条　

鉄
道
公
報
ニ
掲
載
ス
ヘ
キ
原
稿
輻
輳
ノ
ト
キ
其
ノ
掲
載
ノ
緩
急
、
順
位

及
第
二
条
第
八
号
以
下
ニ
掲
載
ス
ヘ
キ
事
項
ノ
取
捨
竝
鉄
道
公
報
ノ
形
式
、
配
布

部
数
ノ
査
定
其
ノ
他
本
規
程
ノ
施
行
ニ
関
ス
ル
事
項
ハ
官
房
文
書
課
長
之
ヲ
決
ス

　
　
　

附　

則

本
達
ハ
昭
和
三
年
一
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

大
正
六
年
二
月
達
第
五
八
号
鉄
道
公
報
発
行
規
程
ハ
之
ヲ
廃
止
ス

五　

局
報
発
行
規
程
の
紹
介

史
料
５　

局
報
発
行
開
始
時
の
掲
載
事
項
（
出
所
：『
局
報
』
一
九
〇
七
年
七
月
一

日
、
号
外
、
九
州
帝
国
鉄
道
管
理
局
、
彙
報
）

局
報
ニ
ハ
分
テ
左
ノ
通
リ
掲
載
ス
ベ
キ
モ
別
ニ
配
布
ス
ル
鉄
道
公
報
ニ
記
載
シ
ア
ル

モ
ノ
ハ
之
ヲ
省
略
ス
ル
故
各
員
ハ
其
心
シ
テ
両
報
ヲ
通
読
セ
ラ
ル
ベ
シ

一�

、
公
達
欄
ニ
ハ
鉄
道
事
務
ニ
関
シ
参
考
ト
ナ
ル
ベ
キ
法
令
告
示
及
公
達
ヲ
掲
載
ス

二
、
局
達
欄
ニ
ハ
本
局
達
ヲ
掲
載
ス

三
、
課
達
欄
ニ
ハ
各
課
長
達
ヲ
掲
載
ス

四
、
彙
報
欄
ニ
ハ
局
員
一
般
ノ
参
考
ト
ナ
ル
ベ
キ
其
他
ノ
事
項
ヲ
掲
載
ス

史
料
６　

九
州
鉄
道
管
理
局
局
報
発
行
規
程
（
出
所
：『
局
報
』
一
九
一
一
年
三
月
二

十
五
日
、
第
六
八
三
号
、
九
州
帝
国
鉄
道
管
理
局
）

〇
局
達
第
四
四
号

局
報
発
行
規
程
左
ノ
通
リ
相
定
ム

　
　

九
州
鉄
道
管
理
局
局
報
発
行
規
程

第�

一
条　

九
州
鉄
道
管
理
局
局
報
発
行
ニ
関
ス
ル
事
務
ハ
庶
務
課
長
之
ヲ
掌
理
シ
日

曜
日
、
祭
日
、
及
公
ノ
休
日
ヲ
除
ク
外
毎
日
之
ヲ
発
行
ス

第
二
条　

局
報
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
各
欄
ニ
掲
載
ス

一
、
局
達　
　
　
　

局
長
ノ
発
ス
ル
モ
ノ

一
、
注
意
事
項　
　

執
務
上
一
般
ノ
注
意
ス
ヘ
キ
モ
ノ

一
、
彙
報　
　
　
　

毎
日
発
生
ス
ル
事
件
ノ
主
ナ
ル
モ
ノ

一
、
辞
令　
　
　
　

雇
員
以
上

一
、
特
別
賞
与

一
、
懲
戒

一
、
公
報
転
載　
　

公
報
ニ
掲
載
セ
ラ
レ
タ
ル
主
ナ
ル
事
項

第
三
条　

各
課
ニ
局
報
々
告
主
任
ヲ
置
キ
其
課
ノ
局
報
掲
載
事
項
ヲ
処
理
セ
シ
ム

各
課
長
ハ
報
告
主
任
ヲ
定
メ
庶
務
課
長
ニ
通
知
ス
ヘ
シ
異
動
ノ
ト
キ
亦
同
シ

第�

四
条　

局
報
々
告
主
任
ハ
翌
日
発
行
ノ
局
報
ニ
掲
載
ス
ヘ
キ
原
稿
ノ
調
製
次
第
午

後
二
時
（
土
曜
日
ハ
午
前
十
一
時
）
迄
ニ
庶
務
課
ニ
送
付
ス
ヘ
シ

但
特
急
ヲ
要
シ
時
限
内
ニ
送
稿
シ
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ハ
予
メ
庶
務
課
ニ
申
込
ム
ヘ
シ

第
五
条　

局
報
原
稿
ハ
一
定
ノ
用
紙
ヲ
用
フ
ヘ
シ

第�

六
条　

局
報
掲
載
ニ
困
難
ナ
ル
モ
ノ
ハ
主
務
課
ニ
於
テ
調
製
シ
関
係
ノ
向
ヘ
直
ニ

配
付
ス
ヘ
シ
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第
七
条　

局
報
ノ
印
刷
校
正
ハ
庶
務
課
ニ
於
テ
之
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス

但
図
表
類
ノ
校
正
ハ
各
主
務
課
ニ
於
テ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス

史
料
７　

門
司
鉄
道
管
理
局
々
報
並
門
管
旬
報
発
行
規
程
（
出
所
：『
局
報
（
甲
）』

一
九
一
九
年
六
月
三
日
、
第
二
号
、
門
司
鉄
道
管
理
局
、
局
長
達
）

〇
門
管
達
甲
第
五
八
号
（
八
、
六
、
三
）

　
　
　

局
報
並
門
管
旬
報
発
行
規
程
改
定
ノ
件

局
報
並
門
管
旬
報
発
行
規
程
左
ノ
通
リ
定
メ
大
正
八
年
六
月
一
日
ヨ
リ
施
行
ス

　
　
　

門
司
鉄
道
管
理
局
々
報
並
門
管
旬
報
発
行
規
程

第�

一
条　

局
長
達
、
辞
令
、
通
報
其
他
必
要
ノ
事
項
ヲ
掲
載
ス
ル
為
メ
門
司
鉄
道
管

理
局
々
報
ヲ
発
行
ス

第�

二
条　

局
報
発
行
ニ
関
ス
ル
事
務
ハ
庶
務
課
長
之
ヲ
掌
理
シ
日
曜
日
祭
日
及
公
ノ

休
日
ヲ
除
ク
外
毎
日
之
ヲ
発
行
ス

第
三
条　

局
報
ニ
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
掲
載
ス

一　

局
長
達

二　

局
長
訓
示

三　

辞
令
（
雇
員
以
上
）

四　

賞
与
懲
戒

五　

通
報
（
伺
定
照
会
其
他
執
務
上
一
般
ニ
注
意
ス
ヘ
キ
モ
ノ
）

六　

雑
件
（
毎
日
発
生
ス
ル
事
件
中
重
ナ
ル
モ
ノ
等
）

第
四
条　

局
報
ハ
左
ノ
区
別
ニ
依
リ
甲
、
乙
ノ
二
種
ニ
分
ツ

一　

甲　

永
久
ニ
亘
ル
法
規
成
例
ニ
属
シ
規
程
上
加
除
ヲ
要
ス
ヘ
キ
モ
ノ

但
シ
片
面
刷
ト
シ
規
程
類
抄
ト
同
一
型
ト
ス

一　

乙　

甲
ニ
掲
載
ス
ヘ
キ
事
項
ヲ
除
キ
タ
ル
モ
ノ

第�

五
条　

局
報
ニ
掲
載
ヲ
要
ス
ル
原
稿
ハ
午
後
二
時
（
土
曜
日
及
七
月
十
一
日
ヨ
リ

九
月
十
日
迄
ハ
午
前
十
一
時
）
迄
ニ
庶
務
課
ニ
廻
付
ス
ヘ
シ

第�

六
条　

局
報
掲
載
事
項
ニ
添
付
ヲ
要
ス
ヘ
キ
別
紙
、
図
表
類
ニ
シ
テ
活
字
印
刷
ニ

附
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
又
ハ
困
難
ナ
ル
モ
ノ
ハ
主
務
課
ニ
於
テ
調
製
シ
関
係
ノ
向
ヘ

直
接
配
布
ス
ヘ
シ

第�

七
条　

局
報
原
稿
ハ
其
ノ
緩
急
ヲ
量
リ
掲
載
ヲ
翌
日
以
降
ニ
繰
延
ヘ
又
ハ
第
三
条

第
四
号
以
下
ノ
原
稿
ヲ
取
捨
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第�

八
条　

局
報
ノ
印
刷
校
正
ハ
庶
務
課
ニ
於
テ
之
ヲ
為
シ
図
表
類
ノ
校
正
ハ
各
主
務

課
ニ
於
テ
為
ス
モ
ノ
ト
ス

第�

九
条　

職
員
相
互
ノ
親
和
ヲ
計
リ
鉄
道
常
識
普
及
ノ
目
的
ヲ
以
テ
門
管
旬
報
ヲ
発

行
ス

第
十
条　

門
管
旬
報
ノ
原
稿
ハ
管
内
職
員
ノ
ミ
寄
稿
シ
得
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
条
前
段
第
七
条
第
八
条
ハ
門
管
旬
報
ニ
準
用
ス

　
　
　

附　

則

第
十
一
条　

左
記
局
達
及
注
意
事
項
ハ
本
達
施
行
ト
同
時
ニ
之
ヲ
廃
止
ス

一　

明
治
四
十
四
年
三
月
二
十
五
日
局
達
第
四
四
号
局
報
発
行
規
程

二　

�

大
正
四
年
四
月
二
十
七
日
局
報
注
意
事
項
（
局
報
ニ
伺
指
令
、
照
会
、
回
答
、

質
疑
応
答
欄
設
置
ノ
件
）

史
料
８　

局
報
発
行
規
程
中
改
正
（
出
所
：『
局
報
（
甲
）』
一
九
五
〇
年
九
月
十
三

日
、
第
二
一
号
、
門
司
鉄
道
管
理
局
、
局
長
達
）

〇
門
鉄
達
甲
第
五
〇
号
（
二
五
、
九
、
一
三
）
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局
報
発
行
規
程
中
改
正
に
つ
い
て

大
正
八
年
六
月
門
管
達
甲
第
五
八
号
、
局
報
発
行
規
程
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
条
の
次
に
左
を
加
え
る
。

第�

十
一
条　

部
会
に
配
付
す
る
局
報
は
、
法
令
そ
の
他
相
当
の
事
由
の
あ
る
場
合
の

ほ
か
は
有
料
と
す
る
。

第�

十
二
条　

局
報
有
料
購
読
希
望
者
は
、
次
の
様
式
の
局
報
購
読
申
込
書
二
通
を
前

月
二
十
日
ま
で
に
文
書
主
幹
あ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
継
続
の
場
合
も

又
同
じ
。

注　

一　

�

購
読
期
間
は
、
月
の
始
め
か
ら
九
月
末
日
又
は
三
月
末
日
ま
で
と
し
、

料
金
は
前
納
の
こ
と
。

　
　

二　

購
読
料
は
一
部
月
額
百
円
。

　
　

三　

既
収
の
料
金
は
、
ど
ん
な
場
合
で
も
返
戻
し
な
い
。

　
　
　

門
司
鉄
道
管
理
局
報
購
読
申
込
書

一　

部　

数

一　

期　

間

一　

代　

金

一　

送
付
先　
　
　
　
　

線　
　
　
　
　

駅
気
付

右
購
読
の
申
込
み
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

年　
　
　
　
　

月　
　
　
　
　

日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
人
住
所
氏
名

門
司
市
桟
橋
通
り

　
　

門
司
鉄
道
管
理
局
長
殿

第
十
三
条　

購
読
料
金
の
徴
収
方
は
次
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一　

�

主
計
主
幹
は
、
文
書
主
幹
か
ら
回
付
さ
れ
た
購
読
申
込
書
に
よ
つ
て
料
金
納

入
者
別
に
収
納
伝
票
（
徴
収
要
求
書
）
を
作
成
し
、
こ
れ
に
購
読
申
込
書
を

添
え
て
門
司
地
方
経
理
事
務
所
会
計
長
（
収
入
課
）
に
回
付
す
る
こ
と
。

二　

�

収
入
課
は
前
号
の
収
納
伝
票
に
よ
り
払
込
通
知
書
を
発
行
し
て
料
金
を
納
入

さ
せ
る
こ
と
。

史
料
９　

門
司
鉄
道
管
理
局
報
発
行
規
程
（
出
所
：『
局
報
（
甲
）』
一
九
五
〇
年
十

月
三
日
、
第
三
二
号
、
門
司
鉄
道
管
理
局
、
局
長
達
）

〇
門
鉄
達
甲
第
七
六
号
（
二
五
、
一
〇
、
三
）

門
司
鉄
道
管
理
局
報
発
行
規
程
制
定
に
つ
い
て

門
司
鉄
道
管
理
局
報
発
行
規
程
を
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

門
司
鉄
道
管
理
局
報
発
行
規
程

第�

一
条　

局
長
達
及
び
各
長
通
達
、
そ
の
他
業
務
上
の
必
要
な
事
項
を
部
内
一
般
に

通
達
す
る
た
め
、
門
司
鉄
道
管
理
局
報
（
以
下
局
報
と
い
う
）
を
発
行
す
る
。

第�

二
条　

局
報
の
種
類
は
、
甲
と
乙
と
に
分
け
、
局
報
甲
は
必
要
の
都
度
、
局
報
乙

は
、
日
曜
日
、
祝
日
、
そ
の
他
の
休
日
を
除
き
毎
日
発
行
す
る
も
の
と
す
る
。

第�

三
条　

局
報
甲
に
は
達
甲
を
、
局
報
乙
に
は
次
の
事
項
を
、
そ
の
順
序
に
よ
つ
て

掲
載
す
る
。

一　

達　
　

乙

二　

通　
　

達

（
注
）
各
長
及
び
直
属
主
幹
よ
り
通
達
す
る
事
項
。

三　

辞　
　

令

四　

賞
与
懲
戒
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五　

注
意
事
項

六　

雑　
　

報

（
注
）
通
達
又
は
注
意
事
項
よ
り
も
軽
い
一
般
通
達
事
項
又
は
情
報
。

（
号　

外
）

第
四
条　

局
長
訓
話
、
部
外
秘
扱
、
そ
の
他
特
種
の
も
の
は
号
外
と
す
る
。

（
限
定
配
布
）

第�

五
条　

号
外
、
附
録
、
別
冊
、
特
殊
図
表
等
に
し
て
一
般
に
配
付
す
る
必
要
の
な

い
も
の
は
、
関
係
の
箇
所
の
み
に
配
布
す
る
。

（
所
報
の
併
載
）

第�

六
条　

局
報
乙
に
は
門
司
地
方
経
理
事
務
所
、
北
九
州
営
業
事
務
所
、
九
州
地
方

自
動
車
事
務
所
、
門
司
地
方
資
材
事
務
所
、
下
関
工
事
々
務
所
の
所
報
を
そ
れ
ぞ

れ
欄
を
設
け
て
掲
載
す
る
。

（
注
）
所
報
の
形
式
に
つ
い
て
は
各
事
務
所
の
所
達
に
よ
る
。

第�

七
条　

局
報
の
発
行
責
任
者
は
文
書
主
幹
と
し
、
門
司
鉄
道
管
理
局
門
司
印
刷
場

で
印
刷
す
る
。
但
し
、
必
要
に
よ
り
部
外
者
に
請
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条　

局
報
原
稿
は
、
文
書
主
幹
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
注
）
各
所
報
の
原
稿
も
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
局
報
掲
載
）

第�

九
条　

文
書
主
幹
は
、
局
報
原
稿
を
十
六
時
（
土
曜
日
は
十
一
時
）
ま
で
に
受
付

け
た
も
の
は
、
翌
々
日
の
局
報
に
掲
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
長
文
の

も
の
又
は
内
容
複
雑
な
も
の
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

文
書
主
幹
は
、
局
報
掲
載
の
緩
急
に
よ
り
掲
載
の
延
期
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第�

十
条　

図
表
そ
の
他
で
活
字
印
刷
に
付
し
得
な
い
も
の
、
若
し
く
は
困
難
な
も
の

は
、
主
管
箇
所
に
お
い
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
校　

正
）

第�

十
一
条　

局
報
印
刷
の
校
正
は
印
刷
場
に
お
い
て
行
う
。
但
し
、
次
の
も
の
は
立

案
主
幹
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一　

内
容
複
雑
な
る
も
の
及
び
図
表
類

二　

掲
載
上
特
に
注
意
を
要
す
る
も
の
。

�

前
項
但
し
書
に
よ
り
立
案
主
幹
に
お
い
て
校
正
を
必
要
と
す
る
原
稿
に
は
、
そ
の

旨
欄
外
に
朱
書
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
正　

誤
）

第�

十
二
条　

立
案
主
幹
は
、
局
報
に
掲
載
さ
れ
た
事
項
に
誤
り
が
あ
つ
た
場
合
は
、

直
ち
に
正
誤
の
原
稿
を
作
成
し
、
文
書
主
幹
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第�

十
三
条　

文
書
主
幹
は
、
局
報
配
布
部
数
の
査
定
を
行
い
、
配
布
台
張〔

帳
〕を

備
え
て

常
に
配
布
の
適
正
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第�

十
四
条　

局
報
配
布
箇
所
の
異
動
に
よ
り
、
配
布
部
数
の
増
減
を
必
要
と
す
る
場

合
又
は
あ
ら
た
に
配
布
を
必
要
と
す
る
場
合
が
生
じ
た
と
き
は
、
関
係
箇
所
長
は
、

そ
の
事
由
並
び
に
部
数
を
文
書
主
幹
に
申
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第�

十
五
条　

立
案
主
幹
に
お
い
て
、
臨
時
に
印
刷
部
数
を
増
加
す
る
必
要
あ
る
と
き

は
、
そ
の
部
数
を
文
書
主
幹
に
申
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第�

十
六
条　

局
報
の
配
布
は
印
刷
場
か
ら
各
箇
所
に
直
送
す
る
。
但
し
、
第
五
条
に

よ
り
関
係
の
箇
所
の
み
に
配
布
す
る
も
の
及
び
第
十
五
条
に
よ
る
増
刷
の
も
の
は

主
管
の
箇
所
で
配
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第�
十
七
条　

局
報
の
頒
布
を
希
望
す
る
部
外
者
に
配
布
す
る
局
報
は
有
料
と
す
る
。

但
し
、
法
令
そ
の
他
相
当
の
事
由
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
注
）
部
外
者
に
対
し
て
は
号
外
附
録
、
別
冊
等
は
配
付
し
な
い
。

第�

十
八
条　

局
報
有
料
購
読
希
望
者
は
、
別
紙
様
式
の
局
報
購
読
申
込
書
二
通
を
、
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前
月
二
十
日
ま
で
に
文
書
主
幹
あ
て
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

継
続
の
場
合
も
ま
た
同
じ
。

（
注
）一　

購
読
期
間
は
、
四
月
と
十
月
を
更
新
期
と
す
る
。

　
　

二　

�

購
読
料
は
一
部
月
額
百
円
（
但
し
、
郵
送
料
を
除
く
。）
と
し
前
納
す
る

こ
と
。

　
　

三　

既
収
の
料
金
は
、
返
戻
し
な
い
。

　
　

四　

購
読
料
金
の
徴
収
方
は
次
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　

�

１　

主
計
主
幹
は
、
文
書
主
幹
か
ら
回
付
さ
れ
た
購
読
申
込
書
に
よ
つ
て
、

料
金
納
入
者
別
に
収
納
伝
票
（
徴
収
要
求
書
）
を
作
成
し
、
こ
れ
に
購
読
申

込
書
を
添
え
門
司
地
方
経
理
事
務
所
会
計
長
（
収
入
課
）
に
回
付
す
る
こ
と
。

　

�

２　

収
入
課
は
、
前
号
の
収
納
伝
票
に
よ
り
払
込
通
知
書
を
発
行
し
て
、
料

金
を
収
納
す
る
こ
と
。

別
紙
様
式

　
　
　
　

門
司
鉄
道
管
理
局
報
購
読
申
込
書

一　

部　

数

一　

期　

間

一　

代　

金

一　

送
付
先　
　
　
　

線　
　
　

駅
気
付

右
購
読
の
申
込
み
を
し
ま
す
。

　
　
　
　

年　
　
　

月　
　
　

日

　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
人　

住
所
氏
名
印

　

門
司
市
桟
橋
通
り

　
　
　

門
司
鉄
道
管
理
局
長
殿

　
　
　

附　

則

第
十
九
条　

こ
の
達
は
昭
和
二
十
五
年
十
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

第�

二
十
条　

局
報
発
行
規
程
（
大
正
八
年
六
月
門
鉄
達
甲
第
五
八
号
）
は
昭
和
二
十

五
年
十
月
二
日
限
り
廃
止
す
る
。

注
（
1
）		

一
九
〇
七
年
四
月
に
帝
国
鉄
道
管
理
局
が
発
足
し
、
初
の
地
方
官
署
と
し
て
九
州
帝

国
鉄
道
管
理
局
（
門
司
）
と
北
海
道
帝
国
鉄
道
管
理
局
（
札
幌
）
が
置
か
れ
た
。
一
九

〇
八
年
の
鉄
道
院
設
置
以
降
は
北
海
道
鉄
道
管
理
局
・
東
部
鉄
道
管
理
局
・
中
部
鉄
道

管
理
局
・
西
部
鉄
道
管
理
局
・
九
州
鉄
道
管
理
局
と
な
る
。
一
九
〇
八
年
韓
国
併
合
が

な
さ
れ
、
朝
鮮
総
督
府
鉄
道
局
が
置
か
れ
た
。
一
九
二
〇
年
の
鉄
道
省
設
置
以
降
は
、

札
幌
鉄
道
局
・
仙
台
鉄
道
局
・
東
京
鉄
道
局
・
名
古
屋
鉄
道
局
・
神
戸
鉄
道
局
・
門
司

鉄
道
局
と
な
る
。
一
九
二
八
年
に
神
戸
鉄
道
局
が
大
阪
に
移
転
し
て
大
阪
鉄
道
局
と
改

称
し
、
一
九
三
五
年
に
広
島
鉄
道
局
、
一
九
三
六
年
に
新
潟
鉄
道
局
、
一
九
四
三
年
に

樺
太
鉄
道
局
、
一
九
四
五
年
に
四
国
鉄
道
局
が
設
置
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
時
期
ご
と
の

名
称
を
用
い
る
の
は
煩
雑
に
な
る
た
め
、
一
般
的
な
表
記
に
お
い
て
は
門
司
鉄
道
局
（
門

鉄
と
略
記
）
を
用
い
る
。
ま
た
、
本
来
は
『
鉄
道
公
報
』
と
『
局
報
』
と
表
記
す
べ
き

で
あ
る
が
、
こ
れ
も
煩
雑
に
な
る
た
め
、
引
用
な
ど
を
除
き
、
本
文
中
で
は
鉄
道
公
報
、

局
報
と
記
述
す
る
。

（
2
）		

主
た
る
も
の
を
年
代
順
に
挙
げ
る
と
以
下
の
と
お
り
。
広
島
鉄
道
局
編
『
開
局
準
備

記
録
』
同
局
、
一
九
三
六
年
、
新
潟
鉄
道
局
編
『
開
局
記
録
』
同
局
、
一
九
三
八
年
、

杉
谷
哲
夫
編
『
大
阪
鉄
道
局
史
』
大
阪
鉄
道
局
、
一
九
五
〇
年
、
仙
台
鉄
道
管
理
局
編

『
仙
台
鉄
道
管
理
局
四
十
年
史
』
同
局
、
一
九
六
〇
年
、
米
子
鉄
道
管
理
局
編
『
米
子
鉄

道
管
理
局
史
』
同
局
、
一
九
六
三
年
、
日
本
国
有
鉄
道
中
国
支
社
編
『
中
国
支
社
三
十

年
史
』
同
支
社
、
一
九
六
六
年
、
秋
田
鉄
道
管
理
局
編
『
秋
田
鉄
道
管
理
局
史
』
同
局
、
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一
九
六
一
年
、
鹿
児
島
鉄
道
管
理
局
編
『
鹿
鉄
十
年
の
あ
ゆ
み
』
同
局
、
一
九
六
〇
年
、

鹿
児
島
鉄
道
管
理
局
編
『
鹿
鉄
局
三
十
年
史
』
同
局
、
一
九
八
二
年
、
広
島
鉄
道
管
理

局
編
『
広
島
鉄
道
管
理
局
こ
の
十
年
史
』
同
局
、
一
九
七
六
年
。

（
3
）		

た
と
え
ば
、
門
司
鉄
道
局
編
『
門
司
鉄
道
局
要
覧
』
一
九
三
一
年
の
ほ
か
、
統
計
類

で
は
門
司
鉄
道
局
運
輸
課
編
『
産
物
移
動
年
鑑
』
一
九
二
八
年
、
門
司
鉄
道
局
運
輸
課

編
『
産
物
と
其
の
移
動
』
一
九
二
五
～
一
九
二
七
年
な
ど
が
あ
る
。

（
4
）		

門
司
鉄
道
管
理
局
編
『
鉄
道
年
表
―
九
州
の
鉄
道
八
〇
年
記
念
―
』
同
局
、
一

九
六
九
年
、
あ
と
が
き
。

（
5
）		

日
本
国
有
鉄
道
編
『
増
補
改
訂　

鉄
道
略
年
表
』
日
本
国
有
鉄
道
、
一
九
六
二
年
。

（
6
）		

北
海
道
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
蔵
書
検
索
が
可
能
で
あ
る
。
同
館
で
は
明

治
期
以
降
の
『
局
報
』
を
所
蔵
し
て
お
り
、
併
せ
て
『
鉄
道
公
報
』
も
所
蔵
・
公
開
さ

れ
て
い
る
（『
北
海
道
立
図
書
館
報
』
第
一
八
九
号
、
二
〇
一
〇
年
な
ど
参
照
）。

（
7
）		

大
分
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
か
ら
検
索
・
閲
覧
が
可
能
で
あ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
大
分
大
学
で
は
『
朝
鮮
総
督
府
鉄
道
局
局
報
』（
一
九
二
七
年
三

月
の
四
二
号
か
ら
一
九
四
〇
年
十
一
月
の
四
〇
九
九
号
ま
で
、
欠
号
あ
り
）
と
『
朝
鮮

総
督
府
鉄
道
局
公
報
』（
一
九
四
〇
年
十
二
月
の
第
一
号
か
ら
一
九
四
三
年
十
月
の
八
二

三
号
ま
で
、
欠
号
あ
り
）
を
所
蔵
し
て
い
る
（
大
分
大
学
経
済
研
究
所
編
『
大
分
大
学

経
済
研
究
所
所
蔵　

戦
前
期
文
献
目
録　

Ⅲ
雑
誌
編
（
自
大
正
十
年
至
昭
和
二
十
年
）』

大
分
大
学
経
済
学
会
、
一
九
八
七
年
、
八
頁
）。
大
分
大
学
に
お
け
る
資
料
の
所
蔵
経
緯

に
つ
い
て
は
、
同
文
献
目
録
の
解
説
な
ら
び
に
畠
山
秀
樹
「『
大
分
大
学
経
済
研
究
所
所

蔵
戦
前
期
文
献
目
録
』
に
つ
い
て
」『
大
分
大
学
経
済
研
究
所
研
究
所
報
』
第
二
〇
号
、

別
刷
、
一
九
八
六
年
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
8
）		

資
料
調
査
に
至
る
経
緯
と
保
存
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
菅
沼
明
正
「
地
域
社

会
の
理
解
と
国
鉄
門
司
鉄
道
局
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
」（
宗
像
優
・
末
松
剛
・
大
方
優
子

編
『
改
訂
版　

九
州
地
域
学
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
二
四
年
）、
草
野
真
樹
「
鉄
道
資
料
の

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
と
意
義
」（『
西
日
本
文
化
』
第
五
一
一
号
、
二
〇
二
四
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
鉄
道
史
学
会
二
〇
二
三
年
度
第
四
一
回
大
会
に
お
い
て
共

通
論
題
の
テ
ー
マ
に
「
鉄
道
史
研
究
の
可
能
性
―
国
鉄
門
司
鉄
道
局
資
料
を
ど
う
活

用
し
て
い
く
か
―
」
を
設
定
し
、
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
報
告
を
行
っ
た
。『
鉄
道
史

学
』
第
四
二
号
（
二
〇
二
四
年
）
に
共
通
論
題
報
告
要
旨
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
併
せ

て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
）		

草
野
真
樹
「
門
司
鉄
道
局
『
局
報
』
の
資
料
的
性
格
と
位
置
づ
け
」（『
鉄
道
史
学
』

第
四
二
号
、
二
〇
二
四
年
、
共
通
論
題
報
告
要
旨
）。

（
10
）		

菅
野
義
丸
『
鉄
道
総
論
（
上
）　

第
一
巻
』
陸
運
研
究
社
、
一
九
四
三
年
、
八
七－

九

二
頁
。

（
11
）		

日
本
国
有
鉄
道
『
日
本
国
有
鉄
道
史　

第
五
巻
』
交
通
協
力
会
、
一
九
七
二
年
、
二

三
六
頁
。

（
12
）		

法
規
類
抄
と
は
『
鉄
道
公
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
恒
久
性
を
帯
び
る
法
令
類
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
鉄
道
院
総
裁
官
房
文
書
課
編
纂
『
鉄
道
法
規
類
抄　

総

則
』（
大
谷
仁
兵
衛
、
一
九
一
二
年
、
八
〇
〇－

八
〇
三
頁
）
に
は
一
九
〇
九
年
制
定
の

「
鉄
道
公
報
発
行
規
程
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）		

鉄
道
技
術
社
編
輯
部
編
『
国
鉄
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
』
鉄
道
技
術
社
、
一
九
三
八
年
。

（
14
）		

前
掲
『
日
本
国
有
鉄
道
史　

第
五
巻
』
二
四
七
頁
。

（
15
）		

現
在
、
閲
覧
を
許
可
さ
れ
て
い
る
資
料
群
の
な
か
に
明
治
期
の
『
局
報
』（
原
本
）
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
紹
介
す
る
明
治
期
の
規
程
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
史
編
纂

事
業
に
よ
る
資
料
調
査
の
一
環
と
し
て
、
一
九
八
二
年
か
ら
八
六
年
に
か
け
て
実
施
さ

れ
た
日
本
国
有
鉄
道
九
州
総
局
の
調
査
時
に
撮
影
さ
れ
た
資
料
を
利
用
し
た
。

（
16
）		

佐
藤
敬
三
・
阿
部
繁
蔵
『
鉄
道
公
用
文
』（
鉄
道
学
会
出
版
部
、
一
九
二
七
年
）
は
、

日
々
の
業
務
に
お
け
る
公
報
と
局
報
の
重
要
性
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
甲
と
乙
に
分
離
し
た

理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
（
同
書
、
四
二－

四
三
頁
）。
公
報
と
局
報
に
つ
い

て
も
理
解
が
深
ま
る
記
述
の
た
め
、
長
文
に
な
る
が
引
用
し
て
お
く
。

　
　
　

�

鉄
道
局
報
は
、
従
来
各
種
の
局
長
達
を
全
部
網
羅
し
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
前
述
し
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た
如
く
、
局
長
達
に
は
、
法
規
成
例
の
性
質
を
帯
ぶ
る
も
の
と
、
一
時
的
事
柄
を
処

理
す
る
も
の
と
の
二
種
あ
つ
て
、
前
者
は
恒
久
性
を
帯
ぶ
る
に
反
し
、
後
者
は
そ
の

事
件
の
終
了
と
共
に
、
結
了
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
を
併
せ
て
同
一
の
局
報

に
掲
載
す
る
は
、
局
報
参
照
の
点
に
於
て
、
将
又
局
報
保
存
の
点
に
於
て
、
如
何
に

も
不
便
な
こ
と
が
多
い
た
め
、
数
年
前
〔
大
正
中
頃
…
引
用
者
注
〕、
局
報
を
甲
乙
二

種
類
発
行
す
る
こ
と
に
改
め
、
甲
局
報
に
は
、
法
規
成
例
と
な
る
も
の
を
甲
達
と
し

て
掲
載
し
、
乙
局
報
に
は
一
時
的
命
令
に
属
す
る
も
の
を
乙
達
と
し
て
掲
載
す
る
こ

と
に
し
て
居
る
。
而
し
て
鉄
道
局
長
は
、
業
務
の
性
質
上
日
々
多
数
の
命
令
を
発
し
、

従
業
員
は
之
に
依
り
日
常
の
業
務
を
遂
行
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
従
業
員
は
毎
日
局

長
達
の
内
容
を
閲
読
し
、
自
己
の
職
務
に
如
何
な
る
関
係
を
有
す
る
や
を
知
る
の
必

要
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
鉄
道
局
長
の
発
す
る
命
令
は
、
甲
達
な
る
と
乙
達
な
る

と
を
問
は
ず
、
原
則
と
し
て
、
局
報
に
掲
載
せ
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
か
ら
、
従
業
員
は

毎
日
其
の
職
務
に
着
手
す
る
に
先
ち
て
、
公
報
の
外
局
報
を
熟
読
す
る
の
必
要
が
あ

る
。
処
が
局
報
に
は
毎
日
多
数
の
達
が
掲
載
せ
ら
れ
て
居
り
、
而
か
も
現
場
の
従
業

員
は
、
夫
々
服
務
規
程
の
定
む
る
所
に
従
て
、
職
務
の
分
担
が
あ
る
か
ら
、
数
あ
る

達
の
中
に
は
、
自
己
の
職
務
に
関
係
を
有
す
る
も
の
と
、
然
ら
ざ
る
も
の
が
あ
り
、

之
を
判
断
す
る
為
に
は
、
其
の
達
を
偶〔

隅
〕か

ら
偶
ま
で
厳
重
に
目
を
通
す
べ
き
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
、
現
場
従
業
員
は
、
限
ら
れ
た
定
員
を
以
て
、
迅
速
に
仕
事
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
成
る
べ
く
其
の
能
力
を
有
効
に
働
か
す
様
に
す
る

の
が
、
幹
部
の
最
も
意
を
注
ぐ
点
で
あ
る
。
仍
て
数
あ
る
達
の
中
で
、
其
の
達
の
関

係
す
る
範
囲
を
、
容
易
に
知
ら
し
め
て
、
命
令
の
徹
底
を
期
す
る
こ
と
と
為
す
の
は
、

最
も
望
ま
し
き
こ
と
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

（
17
）		

『
局
報
（
甲
）』
一
九
二
一
年
四
月
五
日
、
第
二
五
三
号
、
門
司
鉄
道
局
、
局
長
達
、

門
鉄
達
甲
第
一
一
六
号
「
当
局
規
程
類
抄
編
纂
整
理
規
程
制
定
ノ
件
」。
そ
の
後
、
本
規

程
は
一
九
二
八
年
に
改
正
さ
れ
、
第
四
編
を
第
三
編
に
、
第
七
編
を
第
六
編
に
合
綴
し
、

第
一
編
総
則
、
第
二
編
工
務
、
第
三
編
運
転
、
第
四
編
工
作
、
第
五
編
電
気
、
第
六
編

営
業
、
第
七
編
船
舶
、
第
八
編
経
理
の
構
成
へ
変
更
し
、
全
編
を
通
し
て
六
冊
に
分
冊

し
た
（『
局
報
（
甲
）』
一
九
二
八
年
二
月
六
日
、
第
二
二
四
号
、
門
司
鉄
道
局
、
局
長

達
、
門
鉄
達
甲
第
三
三
号
「
規
程
類
抄
編
纂
整
理
規
程
中
改
正
ノ
件
」）。




